
冒
頭
、
自
治
連
合
会
の
細
羽

正
敏
会
長
が
「
総
会
に
ご
出
席

い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
度
は
倉
掛
独
自
で
の

敬
老
会
や
文
化
祭
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は

１
年
間
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
」

な
ど
と
挨
拶
。

役
員
紹
介
等
に
続
い
て
予
算

案
審
議
に
移
り
、
谷
和
政
会
計

が
各
科
目
の
数
字
を
読
み
上
げ

て
説
明
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
続
い
て
川
上
吉
弘
福
祉

体
育
部
長
が
、
５
月
23
日
に
行

わ
れ
る
井
原
町
大
運
動
会
の
選

手
選
出
を
各
組
へ
依
頼
し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
川
相
肇

総
代
は
、
今
年
大
当
番
の
６
組

と
７
組
へ
早
め
に
準
備
す
る
よ

う
伝
え
る
と
と
も
に
、
神
苑
の

維
持
管
理
収
支
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
千
円
の

神
社
費
を
来
年
度
か
ら
三
百
円

値
上
げ
す
る
意
向
を
示
し
た
。

大
坪
正
広
並
び
に
丸
山
節
子

民
生
児
童
委
員
は
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
を
見
守
る
ご
近
所

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担
う
福

祉
委
員
の
兼
務
を
各
組
自
治
会

長
へ
要
請
。
消
防
団
第
３
部
の

松
井
淳
部
長
は
団
員
確
保
、
育

成
会
の
江
草
守
会
長
は
少
年
団

員
減
少
に
伴
う
活
動
支
援
に
理

解
と
協
力
を
求
め
た
。

総
会
を
終
え
て
懇
親
会
に
入

り
、
自
治
連
合
会
の
山
岡
弘
幸

顧
問
が
「
本
日
は
数
々
の
拙
速

な
お
願
い
を
し
て
恐
縮
で
す
。

不
明
な
点
は
懇
親
を
深
め
な
が

ら
、
役
員
の
説
明
を
聞
い
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
全
員
で

乾
杯
し
た
。

自
治
会
費
・
神
社
費
・
運
動

会
選
手
名
簿
は
、
４
月
25
日
ま

で
に
担
当
役
員
へ
届
け
る
。

倉
掛
少
年
団
育
成
会
が
４
月

３
日
、
つ
ど
え
～
る
で
役
員
会

を
開
き
、
27
年
度
前
期
の
活
動

等
を
確
認
し
た
。

江
草
守
会
長
は
「
本
年
度
は

団
員
が
15
名
と
過
去
最
少
。
草

刈
り
や
資
源
回
収
と
い
っ
た
労

力
を
要
す
る
作
業
が
課
題
で

す
。
可
能
な
ら
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
よ
る
ご
支
援
を
賜
り

た
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

新
役
員
及
び
27
年
度
前
期
活

動
計
画
は
次
の
と
お
り
。

《
育
成
会
役
員
》

会

長

江
草

守

副
会
長

浜
田

英
樹

副
会
長

松
田

勉

副
会
長

黒
崎

里
美

副
会
長

塚
村

直
美

会

計

丸
山

剛

《
少
年
団
役
員
》

団

長

江
草

和
希

副
団
長

小
谷

美
桜

《
前
期
の
行
事
》

４
月

郷
社
清
掃
奉
仕

５
月

清
掃
奉
仕
作
業

５
月

小
学
校
運
動
会

６
月

資
源
回
収

６
月

学
区
球
技
大
会

７
月

ラ
ジ
オ
体
操

７
月

キ
ャ
ン
プ

（
矢
掛
町
・
亀
島
）

８
月

公
園
清
掃
奉
仕

８
月

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

９
月

三
世
代
交
流

写
真
上
＝
前
列
左
か
ら
塚
村

直
美
・
江
草
守
・
黒
崎
里
美
、

後
列
左
か
ら
浜
田
英
樹
・
松
田

勉
・
丸
山
剛
（
敬
称
略
）

倉
掛
自
治
連
合
会
が
事
業
所

自
治
会
費
の
集
金
を
５
月
15
日

に
行
う
。
４
年
前
か
ら
事
前
に

文
書
で
集
金
日
を
連
絡
し
て
お

り
、
当
日
は
役
員
が
手
分
け
を

し
て
各
事
業
所
へ
出
向
く
。

全
戸
溝
掃
除
は
５
月
24
日
か

ら
同
31
日
ま
で
の
８
日
間
。
６

月
７
日
に
自
治
連
合
会
が
土
砂

を
回
収
し
、
消
防
団
は
暗
渠
清

掃
な
ど
を
行
う
。

第
62
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓

練
大
会
へ
井
原
市
代
表
と
し
て

出
場
す
る
井
原
分
団
選
手
の
任

命
式
が
４
月
５
日
、
井
原
消
防

署
で
あ
っ
た
。

同
分
団
は
３
月
15
日
に
開
催

さ
れ
た
井
原
市
消
防
操
法
訓
練

大
会
で
、
ポ
ン
プ
車
操
法
と
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
２
部
門
に
優

勝
。
地
元
３
部
か
ら
副
部
長
の

瀬
藤
慎
二
さ
ん
（
倉
掛
）
が
小

型
ポ
ン
プ
操
法
に
、
会
計
の
片

山
敬
悟
さ
ん
（
夏
目
）
と
団
員

の
田
中
達
也
さ
ん
（
倉
掛
）
が

ポ
ン
プ
車
操
法
の
選
手
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

県
大
会
の
ポ
ン
プ
車
操
法
は

手
び
ろ
め
に
よ
る
二
重
巻
ホ
ー

ス
２
線
延
長
（
各
線
と
も
ホ
ー

ス
３
本
使
用
）
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
は
同
じ
く
二
重
巻
ホ
ー
ス

１
線
延
長
（
ホ
ー
ス
３
本
使

用
）
を
行
い
、
消
火
の
基
本
と

な
る
消
防
技
術
の
速
さ
や
正
確

さ
な
ど
を
競
う
。

選
手
ら
は
５
月
17
日
、
岡
山

県
消
防
学
校
（
岡
山
市
）
で
の

本
番
へ
照
準
を
合
わ
せ
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
る
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／細羽正敏

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

平
成
27
年
度
倉
掛
自
治
会
予
算
総
会
が
４
月
11
日
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど
え
～
る
で
午
後
７
時
か
ら
開
か
れ
、

各
組
自
治
会
長
ら
約
40
人
が
出
席
し
た
。

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）竹井 貞夫

２ 組（ 5）大坪 正広

３ 組（12）岡本 哲二

４ 組（ 6）関戸 啓二

５－１組（11）下宮 清子

５－２組（11）小畔 敏行

６ 組（11）倉橋 喜久

７ 組（ 6）山岡千恵子

８ 組（21）山岡 正幸

９ 組（ 6）掛橋 健吉

10 組（ 5）安原 陽子

11 組（ 6）藤井 繁文

12－１組（ 5）西山 房子

12－２組（14）岡本 優美

13－１組（ 8）小林 和幸

13－２組（13）倉橋 弘一

13－３組（15）金光ひとみ

14 組（11）江草 守

15－１組（11）宮永 広志

15－２組（ 7）江草 武司

16 組（14）山岡 正裕

17 組（ 7）川相 晃一

18－１組（ 8）丸山 治人

18－２組（ 9）藤井 健

18－３組（ 7）野宮 誠

〔総世帯数２３９戸〕

27
年
度
予
算
案
を
承
認

倉掛自治会総会

平成２７年度自治会長

地
域
へ
支
援
要
請

団
員
減
り
活
動
ピ
ン
チ

抱
負
を
述
べ
る
細
羽
自
治
連
合
会
長

第
３
部

瀬
藤
さ
ん
片
山
さ
ん
田
中
さ
ん

少年団育成会

事
業
所
会
費
集
金

５
月
15
日
に
訪
問

自
治
連
合
会

井原分団

自治連合会の山岡顧問



サ
ロ
ン
あ
す
は
・
お
花
見
交

流
会
が
４
月
10
日
、
つ
ど
え
～

る
で
開
か
れ
、

会
員
30
人
が
参

加
し
た
。

冒
頭
、
サ
ロ

ン
あ
す
は
の
妹

尾
会
長
が
「
雨

の
中
を
ご
参
加

い
た
だ
き
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま

す
」
な
ど
と
挨

拶
し
、
ゲ
ス
ト

の
井
原
市
社
会

福
祉
協
議
会
の

橋
本
恭
子
氏
へ

進
行
役
を
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
。

橋
本
氏
は
「
要
介
護
認
定
の

判
定
基
準
が
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
人
々
と
の
交
流
や

会
話
は
健
康
保
持
に
役
立
ち
、

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
」
と
サ

ロ
ン
の
効
用
を
述
べ
、
積
極
的

な
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

続
い
て
、
カ
ー
ド
を
回
し
な

が
ら
上
五
、
中
七
、
下
五
の
句

を
そ
れ
ぞ
れ
違
う
人
が
詠
み
、

一
つ
の
俳
句
に
仕
上
げ
る
「
協

力
俳
句
ゲ
ー
ム
」
（
連
句
）
＝

写
真
上
＝
で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な

俳
句
や
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
俳

句
が
続
出
。
発
表
の
た
び
に
笑

い
や
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

第
６
回
全
日
本
春
季
少
年
軟

式
野
球
大
会
が
３
月
20
日
か
ら

静
岡
県
で
開
か
れ
、
32
チ
ー
ム

が
参
加
。
井
原
市
に
本
拠
地
を

置
く
岡
山
オ
ー
ル
井
原
ア
ロ
ー

ズ
（
妹
尾
幸
弘
監
督
）
が
ベ
ス

ト
４
に
入
っ
た
。

同
チ
ー
ム
は
県
予
選
及
び
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
で
好
成
績
を
挙
げ

出
場
権
を
獲
得
。
倉
掛
５
の
１

組
山
元
雄
翔
選
手
（
現
井
原
中

学
３
年
）
が
メ
ン
バ
ー
に
入
り

６
番
レ
フ
ト
で
活
躍
し
た
。

岡
山
オ
ー
ル
井
原
ア
ロ
ー
ズ

は
同
21
日
、
福
井
県
・
丸
岡
中

学
校
を
３
対
２
で
下
し
初
戦
を

突
破
。
山
元
選
手
が
３
塁
打
を

放
っ
た
北
海
道
・
北
光
中
学
校

と
の
２
回
戦
は
11
対
７
。
準
々

決
勝
も
地
元
静
岡
県
・
桜
が
丘

中
学
校
に
４
対
１
の
逆
転
勝
ち

で
ベ
ス
ト
４
へ
。
準
決
勝
こ
そ

優
勝
し
た
宮
崎
県
・
門
川
中
学

校
に
惜
敗
し
た
が
、
堂
々
３
位

入
賞
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
試

合
経
過
を
見
守
っ
た
地
元
住
民

ら
は
「
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

た
」
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
、
山
元
選
手
に
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

同
選
手
の
応
援
に
駆
け
つ
け

た
家
族
や
親
戚
の
人
た
ち
は
、

「
皆
様
に
応
援
い
た
だ
き
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
観
戦
に

は
力
が
入
り
ま
し
た
」
と
、
喜

び
の
表
情
で
話
し
て
い
た
。
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4/26  不燃性粗大ごみ回収
5/ 3  井原分団第３部試運転日
5/10  倉掛少年団清掃奉仕作業
5/15  事業所自治会費集金
5/17  井原ソフトボールリーグ戦

新町－倉掛 11:00～

5/17  つどえ～る講演会
※左記参照

5/17  岡山県消防操法訓練大会
5/23  井原町大運動会
5/24  倉掛地区全戸側溝掃除

5/24～5/31
6/ 7  倉掛少年団資源回収

6/ 7  側溝土砂回収
6/13  資源の日 7:30～9:00

古紙古着・廃食油回収
6/20  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

6/28  井原学区少年団球技大会
- - - - - - - - - - - - - - - - -
※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

◆ 行 事 予 定 ◆つ ど え ～ る 講 演 会

生涯学習やまちづくりの

推進を図ろうと井原市市民

活動センター・つどえ～る

で５月１７日午前１０時か

ら、就実大学准教授の八巻

惠子氏（写真）を招き、本

年度最初の講演会が開催さ

れる。演題は「まちづくりと旅の文化」。

八巻氏は元国際線客室乗務員で、新入社員

教育、異文化間サービス人材教育プログラム

開発も担当。大学研究者になってまだ３年と

異彩な経歴をもつ。

独創的な旅の体験や学際的研究が文化向上

に貢献したとして、平成２６年度「旅の文化

奨励賞」を受賞している。

受講料は無料。申込は５月１３日までにつ

どえ～る事務局へ（６２－９０９０）。

「まちづくりと旅の文化」八巻講師

倉
掛
の
山
元
選
手

４月４日に祭り集中

井原桜まつりでは、井原公民館を出発して桜橋公園

に至るウォーキング大会があり、倉掛少年団も参加。

小田川河川敷で行われた火縄銃の演武を見学した。

オ
ー
ル
井
原

ア

ロ

ー

ズ

サロンあすは花見会

全
日
本
少
年
軟
式
野
球
で
ベ
ス
ト
４

郷社祭り・桜まつり・産業まつり

井原市社協の橋本講師

平成１６年倉掛少年団有志の富士登山から

毎年、各地の山々へ登ってきた倉掛山岳同好

会。「今年はお手軽な六甲山の日帰り登山ツ

アーです」と多くの参加を呼び掛けている。

９月２０日（日）

井原（6:00）→笠岡ＩＣ⇒有馬口ＩＣ→有馬

温泉（9:00）…六甲山（931.3ｍ往復３時間)

…有馬温泉（入浴・昼食 12:00～14:00）→

有馬口ＩＣ⇒山陽姫路東ＩＣ→国宝・姫路城

見学（15:00～17:00）→山陽姫路西ＩＣ⇒笠

岡ＩＣ→井原(19:00)

会 費：一人 １６，０００円

窓 口：つどえ～る（６２－９０９０）

申 込：５月末日迄に申込書と申込金１万円

をつどえ～るへ。担当は渡辺（62-

0271）・山本（62-3492）・谷（62-

1990)。天候等で変更中止あり。

≪今年は六甲山へ≫

備
州
岡
山
城
鉄
砲
隊
を
招
い
て
の

井
原
桜
ま
つ
り
＝
４
月
４
日

第３位の銅メダル

市のイベント井原産業まつり、伝統の郷社祭り、小

田川堤の井原桜まつりで４月４日～５日が賑わった。

郷社祭りは４月４日、就任したばかりの山室晶史宮

司によって午前１０時から祭典が執り行われ、今年も

倉掛夏目の巫女８人が優雅な「榊の舞」を披露した。


